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どう生かされたまちの税金
平成28年度決算総額

（単位 : 億円）平成28年度　一般会計決算収支状況

歳入合計
533億円

歳出合計
479億円

市税  36億円  6.75%

地方消費税交付金
6.2億円  1.16%

その他  10.4億円  1.95%

繰越金
55.8 億円

10.47

民生費
51億円
10.65%

衛生費
11億円  2.30%

農林水産費  34億円  7.10%

地方交付税
  109.3億円
    20.51%

  国庫支出金
77.6億円   
14.56%      

繰入金
194.8億円
36.55%

総務費
119億円
24.84%

土木費
173億円
36.12%

その他  12億円  2.51%

災害復旧費  36億円  7.52%

教育費  17億円  3.55%

公債費  15億円  3.13%

県支出金  31.1億円  5.83%

市債  6.5億円  1.22%
諸収入 5.3億円
 0.99%

消防費
11億円  2.30%

会　　計　　別 歳　　　　　入 歳　　　　　出
   一　　般 　　会　　計 532億9,458万9 479億3,263万2

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 56億2,808万3 54億0,530万5
後 期 高 齢 者 医 療 3億5,258万5 3億4,731万4
介 護 保 険 30億3,958万8 29億2,845万4
農 業 集 落 排 水 事 業 1億5,620万9 1億5,523万7
漁 業 集 落 排 水 事 業 716万4 689万4
下 水 道 事 業 56億7,295万9 52億2,590万8
野蒜北部丘陵地区土地区画整理事業 26億2,462万3 26億2,462万3
東 矢 本 駅 北 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業  1,346万4  1,346万4
大 曲 浜 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業 36億1,224万4 25億0,177万9

（ 特 別 会 計 小 計 ） （211億0,691万9） （192億0,898万2）
 合　計（一般会計+特別会計） 744億0,151万3 671億4,161万4

■ 平成28年度 各会計決算状況 ■ （単位 : 千円）

※端数処理の関係で、合計額は一致しない。

※端数処理の関係で、合計額は一致しない。

9月
定例会

一般会計歳出額

一般会計・特別会計歳出総額

479億3,263万2,183円

671億4,161万4,192円

　市長は、翌年度予算を決める2月の定例議会まで
に、監査委員が監査した前年度決算について、議
会の審査を受けなければなりません。そのため、9
月15日から27日にかけて、皆さんが納めた税金
がどのように使われたか確認するため、財務常任
委員会を開催し、審査を行いました。審査の結果、
10の決算が認定されました。決算の概要、財務常
任委員長の審査報告等を3ページ、財務常任委員会
審査に先立って行われた総括質疑を4ページ、特に
留意すべき事業案件を5ページに掲載しました。
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▲決算審査で現場を調査 : 移転元地利用促進事業（畑地造成事業地）

市の財政状況は？

財政力指数 0.41
数値が高いほど自主財源の割合が
高く、財政力が強い。H27 年度は
0.40。

財政力は？

経常収支比率 83.7％
数値が高いほど財政状況が悪い。
H27年度は 83.1％。

余力は？

実質公債費比率 11.4％
25.0％以上は財政健全化計画を
策定しなければなりません。

借入金の負担度は?

　

財
務
常
任
委
員
会
は
議
長
を

除
く
全
て
の
議
員
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
委
員
会
で
は
決

算
の
審
査
を
よ
り
丁
寧
に
行
う

た
め
、
同
委
員
会
に
次
の
三
つ

の
組
織
、
①
総
務
分
科
会
②
民

生
教
育
分
科
会
③
産
業
建
設
分

科
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
3
分

科
会
は
平
成
28
年
度
決
算
を
慎

重
審
査
し
、
財
務
常
任
委
員
会

委
員
長
に
審
査
の
結
果
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
浜
市
小
学
校
を
含

め
、
６
個
所
の
現
場
を
調
査
し

ま
し
た
。

　

各
分
科
会
の
審
査
及
び
現
場

調
査
を
踏
ま
え
、
同
委
員
会

は
、
平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い

て
、
20
件
の
提
言
を
付
し
「
認

定
す
べ
き
も
の
」
と
決
し
ま
し

た
。
提
言
の
一
部
を
5
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

決
算
審
査

財
務
常
任
委
員
長
報
告

審
査
結
果
は
全
会
計  

「
認
定
す
べ
き
も
の
」

▲審査結果を報告する
　熱海重徳副委員長

財 務 常 任 委 員 会 　
正副委員長の互選を実施

　10 月 17 日、第 10 回財務常任委員
会が開かれ、正副委員長の互選の結果、
熱海重徳副委員長が委員長に、小野幸
男委員が副委員長に当選しました。
（古川泰広委員長が死去したことに伴う
互選の実施）

広 報 常 任 委 員 会
副委員長の互選を実施

委員の選任
　10 月６日、第１４回広報常任委員会
が開かれ、副委員長の互選の結果、櫻
井政文委員が副委員長に当選しました。
　また、10 月 17 日、熱海重徳財務常
任委員会委員長が、広報常任委員会委
員に選任されました。
（古川泰広副委員長が死去したことに伴
う互選の実施および選任）

3 東松島市議会だより　No.46



9月定例会中に、4会派の代表が市長に対し、平成28年度の成果について質疑を行いました。
ここでは、質疑の一部をお伝えします。

会派代表が成果を市長に質疑!

清
風
・
公
明
会
派
代
表

五
ノ
井
惣
一
郎 

議
員

復
興
ク
ラ
ブ
会
派
代
表

上
田　
　

勉 

議
員

清
新
会
派
代
表

滝　
　

健
一 

議
員

市
民
ク
ラ
ブ
会
派
代
表

佐
藤　

富
夫 

議
員

　
　
　
　

 

平
成
28
年
度
は
復

興
の
具
現
化
と
新
た

な
東
松
島
市
の
構
築
の
方
針

で
震
災
後
、
復
旧
・
復
興
関

連
事
業
、
一
般
業
務
も
遂
行

さ
れ
た
。

　

平
成
32
年
か
ら
国
の
交
付

金
が
終
了
し
財
源
不
足
す
る

中
で
、
少
子
高
齢
化
、
社
会

補
償
等
が
財
源
を
圧
迫
す
る

が
、
各
会
計
の
歳
入
・
歳
出

決
算
、
基
金
運
用
状
況
に
対

す
る
所
見
は
。

　
　
　

市
長　

決
算
総
括
内

容
を
踏
ま
え
、
政
策

課
題
等
に
対
す
る
予
算
確
保

す
る
た
め
、
国
・
県
の
補
助

金
、
交
付
要
件
の
緩
和
等
を

積
極
的
に
要
望
・
確
保
す
る
。

　

人
口
減
少
対
策
・
企
業
誘

致
を
着
実
に
推
進
し
、
税
政

の
確
保
、
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
効
果
的
・
効
率
的
に
提

供
し
、
経
費
の
抑
制
を
図
り
、

公
共
施
設
の
維
持
・
更
新
費

用
へ
の
対
応
、
市
有
財
産
の

有
効
活
用
の
推
進
を
図
る
。

QA

　
　
　
　

 

前
市
長
の
重
点
施

策
の
成
果
と
期
待
を

問
う
。

　
　
　

①
重
要
施
策
の
成
果

　

防
災
備
蓄
品
の
配

備
、
健
康
教
室
の
継
続
的
実

施
、
営
農
体
制
の
確
保
に
成

果
が
あ
り
評
価
す
る
。

②
分
野
別
施
策
の
成
果

　

待
機
児
童
の
減
少
、
18
歳

ま
で
の
医
療
費
助
成
は
、
評

価
す
る
。

　

東
矢
本
駅
の
停
車
に
つ
い

て
は
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。

今
後
は
、
J
R
東
日
本
に
継

続
し
て
要
望
す
る
。

③
復
興
の
加
速

　

年
度
内
完
成
が
困
難
と
な

り
、
次
年
度
へ
の
繰
り
越
し

事
業
が
あ
っ
た
。

　

反
面
、
扶
助
費
な
ど
経
常

的
経
費
が
増
加
し
た
。

　

今
年
度
は
、
被
災
者
の
震

災
復
興
施
策
お
よ
び
心
の
ケ

ア
を
中
心
と
す
る
福
祉
関
連

事
業
を
、
社
会
福
祉
協
議
会

等
と
も
協
議
・
連
携
し
、
復

興
の
完
結
に
向
け
努
力
す
る
。

QA

　
　
　
　

決
算
を
政
策
的
成

果
に
鑑
み
、
ど
う
評

価
し
、
総
括
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　

復
旧
復
興
事
業
の

ハ
ー
ド
面
の
整
備
に

一
定
の
目
処
が
た
ち
、
市
民

協
働
の
拠
点
施
設
も
、
す
べ

て
再
生
整
備
さ
れ
た
。

　
　
　
　

主
要
な
事
業
の
費

用
対
効
果
の
特
徴
を

ど
う
分
析
す
る
か
。

　
　
　
　

翌
年
度
の
実
施
計

画
や
予
算
編
成
時
に

事
業
効
果
や
改
善
内
容
等
の

聞
き
取
り
を
し
、
総
合
的
な

検
証
も
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　
　

財
源
の
確
保
と
経

費
の
削
減
の
道
筋
を

ど
う
捉
え
る
か
。

　
　
　
　

市
税
の
徴
収
一
元

管
理
で
徴
収
率
の
向

上
を
図
り
、
企
業
誘
致
の
推

進
や
市
有
財
産
の
活
用
に
よ

り
財
源
の
確
保
に
努
め
、
国

県
の
支
援
を
要
望
す
る
。

QAQAQA

　
　
　
　

税
収
は
回
復
傾
向

に
あ
る
が
、
依
然
と

し
て
多
額
の
滞
納
や
不
納
欠

損
が
あ
る
。
こ
の
総
括
は
。

　
　
　
　

滞
納
者
の
実
情
を

見
極
め
極
力
、
収
入

未
済
額
縮
減
に
努
め
る
。

　
　
　
　

基
地
あ
る
故
の
国

の
交
付
金
は
ジ
リ
貧
。

陳
情
活
動
の
活
発
化
は
。

　
　
　
　

ブ
ル
ー
及
び
21
飛

行
隊
の
帰
還
、
工
作

物
の
復
元
も
あ
り
、
強
く
要

望
し
て
い
く
。

　
　
　
　

本
市
の
貯
金
。
財

政
調
整
基
金
が
大
幅

に
減
少
。
将
来
の
備
え
は
。

　
　
　
　

標
準
財
政
規
模
の

55
・
10
％
が
望
ま
し

い
。

　

現
在
高
10
億
円
の
確
保
に

努
力
す
る
。

　
　
　
　

財
政
健
全
化
の
将

来
負
担
の
見
解
は
。

　
　
　
　

今
は
問
題
な
い
。

上
ら
な
い
様
努
め
る
。

QAQAQAQA

平
成
28
年
度
決
算
意

見
書
に
対
す
る
所
見

を
伺
う

平
成
28
年
度
の
決
算

成
果
と
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て

28
年
度
各
会
計
決
算

か
ら
の
政
策
的
成
果

は

28
年
度
決
算
の

総
括
を
問
う

平 成28年 度
決算総括質疑

▲完成間近い大曲浜防潮堤 ▲東矢本駅北側　あおい地区
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特
に
留
意
す
べ
き
事
業
案
件

学校教育課
●小・中学校備品整備事業
　国の理科教育設備整備等補助事
業を積極的に利用し、教育関連備
品を充実する必要がある。

産業部商工観光課
●観光物産振興事業
　毎年少しずつではあるが観光客
数は増えているものの、震災前と
比べ観光客入込数は 47%にとど
まっている。飲食宿泊施設が不足
しているため、早期の整備が必要
と思われる。観光客の誘致と地場
産品の PRに関して関係自治体と
連携をさらに深め、創意工夫した
観光戦略の展開に努めるべきであ
る。

生涯学習課
●奥松島縄文村管理運営事業
　特に市内小・中学生の来館者が
少なく、対策が必要である。

建設部建設課
●市営住宅管理事業
　市営住宅管理事業は対前年比
3.9%の未納額増加となり災害公
営住宅入居者の未納額が約300万
円増加となった。負担軽減措置が
あるが 11年目は本来の家賃とな
ることから、ますますの未納額増
加が予想されるので今後は徴収対
策をより強化すべきである。

総務部防災課
●防災対策推進事業
　最近の豪雨災害や北朝鮮のミサ
イル等の大規模災害への備えを推
進すると同時に、有事の際の備え
もあわせて推進すべき。

復興政策部復興政策課
●地域公共交通活性化事業
　地域公共交通活性化事業につい
ては、デマンドバスらくらく号の
利便性向上を第一に考え、利用者
層の特徴を考慮して運用の見直し
をすべきである。

環  境  課
●リサイクルセンター維持管理事業
　空き缶圧縮機全体においてコン
ベア、タラップ、踊り場の腐食が
著しい。安全上問題があり、早急
な対処が必要である。

総務部総務課
●人員配置の適正化
　人員配置の適正化については、
業務量や業務の難易度等を総合的
に勘案し、適性な人員配置となる
ようにすべきである。

平
成
28
年
度
決
算
審
査
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保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
費
を
計
上

補
正
予
算
総
額　

10
億
5
、
３
７
４
万
6
千
円

①
衛
生
費
、
矢
本
保
健

相
談
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

　
　
　
　

改
修
の
内
容
は
。

目
途
は
い
つ
頃
か
。

　
　
　
　

ボ
イ
ラ
ー
室
、
空

調
の
改
修
。
事
務
室

拡
張
。
3
月
末
を
目
途
に
。

QA

②
衛
生
費
、
修
繕
料

　
　
　
　

修
繕
の
内
容
は
。

　
　
　
　

市
矢
本
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
の
施
設
、

機
械
等
の
修
繕
。

　

具
体
的
に
は
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
圧
縮
機
や
セ
ン
タ
ー
内

舗
装
の
修
繕
等
。

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
部

分
は
確
認
し
、
順
次
補
正
予

算
を
計
上
し
て
い
き
た
い
。

QA

③
農
林
水
産
業
費
、
農

業
経
営
法
人
化
等
支
援

事
業
補
助
金

　
　
　
　

詳
細
は
。

　
　
　
　

法
人
設
立
す
る
農

事
組
合
法
人
へ
法
人

設
立
の
必
要
経
費
と
し
て
、

国
か
ら
40
万
円
交
付
。

④
み
や
ぎ
の
水
田
農
業
改

革
支
援
事
業（
水
田
営
農

条
件
整
備
事
業
）補
助
金

　
　
　
　

詳
細
は
。

　
　
　
　

当
初
、
市
内
2
法

人
が
農
業
用
機
械
購

入
計
画
し
て
い
た
。

　

震
災
被
災
後
、
農
地
復
旧

が
遅
れ
、
購
入
を
1
年
遅
ら

せ
る
法
人
が
1
法
人
あ
る
た

め
。 QAQA

⑤
商
工
費
、
東
松
島
市

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

D
V
D
多
言
語
化
業
務

委
託
料

　
　
　
　

ど
の
よ
う
な
利
用

を
す
る
の
か
。
ま
た
、

完
成
時
期
は
。

　
　
　
　

宮
城
オ
ル
レ
に
向

け
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

向
け
P
R
。
市
内
外
P
R
事

業
で
利
用
。

　

映
像
自
体
は
既
存
の
も
の

を
利
用
し
、
早
期
に
作
成
し
、

QA

企
業
誘
致
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
活
用
し
た
い
。

　
　
　
　
　

⑥
商
工
費
、
宮
戸
地
区

復
興
再
生
多
目
的
施
設

（
地
域
販
売
力
強
化
施

設
）
サ
ッ
シ
取
付
工
事

　
　
　
　

工
事
の
内
容
に
つ

い
て
、
新
た
に
サ
ッ

シ
を
取
付
す
る
の
か
。

　
　
　
　

か
な
り
強
風
が
あ

り
、
風
よ
け
対
策
と

し
て
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
を

設
置
中
。

QA

　

指
定
管
理
者
で
あ
る
奥
松

島
公
社
が
、
冬
場
に
自
主
事

業
で
カ
キ
焼
き
を
想
定
。
風

よ
け
と
し
て
、
サ
ッ
シ
を
つ

け
て
周
り
を
囲
む
工
事
内
容
。

⑦
教
育
費
、
旧
宮
戸
小

学
校
解
体
工
事

　
　
　
　

宮
戸
小
学
校
解
体

後
の
敷
地
の
活
用
策

は
。

　
　
　
　

自
然
の
家
お
よ
び

集
い
の
広
場
等
で
活

用
。 QA

会計区分 補正額 補正後の額

一般会計 6億4，200万0 459億4，720万0

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 2億3，100万2 55億2，335万1

後期高齢者医療 2，701万9 3億6，923万9

介 護 保 険 1億2，272万0 31億1，524万4

下 水 道 事 業 600万5 114億7，392万9

野 蒜 北 部
丘 陵 地 区
土地画整理事業

2，500万0 11億7，320万0

 合　　　計
（一般会計+特別会計） 10億5，374万6 676億0，216万3

No. 款 細々節 補正額（増額）
1 衛 生 費 矢本保健相談センター改修工事 25,000

2 衛 生 費 修繕料 1,000

3 農林水産業費 農業経営法人化等支援事業
補助金 400

4 農林水産業費
みやぎの水田農業改革支援
事業（水田営農条件整備事
業）補助金

△1,624

5 商 工 費 東松島市観光プロモーション
DVD多言語化業務委託料 3,024

6 商 工 費
宮戸地区復興再生多目的施
設（地域販売力強化施設）
サッシ取付工事

2,343

7 教 育 費 旧宮戸小学校解体工事 60,000

■ 9 月補正予算の状況 ■

■ 9 月補正予算 質疑があった事業（細々節名） ■

（単位 : 千円）

（単位 : 千円、△は減額）

　

平
成
29
年
第
3
回
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
ほ
か
5
特
別
会
計
の
補
正
予

算
を
慎
重
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。
何
点
か
質
疑
お
よ
び
答
弁
の
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

▲改修により利用環境改善が望まれる保健相談センター

▲老朽個所の修繕が必要なリサイクルセンター
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▲震災遺構（旧野蒜駅プラットホーム）

　

こ
の
議
案
は
特
別

職
の
給
与
に
つ
い

て
役
職
加
算
に
つ
い

て
の
み
改
正
し
、
年

総
額
に
対
し
３
％
の

増
額
を
す
る
と
い
う

も
の
で
、
前
回
の
役

職
加
算
の
検
討
か
ら

12
年
経
過
し
、
今
年

3
月
に
議
員
は
増
額

し
た
が
、
前
市
長
の

意
向
に
よ
り
、
市
三

役
（
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
）
の
報
酬
に

つ
い
て
は
見
送
っ
た

経
緯
が
あ
る
。
市
三

役
の
報
酬
を
調
査
す

る
と
、
県
内
の
市
の

中
で
一
、二
を
争
う

く
ら
い
の
低
額
で
は

あ
る
が
、
就
任
し
て

あ
ま
り
時
間
を
経
て

い
な
い
の
に
増
額
の

議
論
は
い
か
が
か
と

の
声
等
も
多
く
、
修

正
案
が
提
出
さ
れ
、 

原
案
の
施
行
日
の
10

月
か
ら
来
年
４
月
に

変
更
し
可
決
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
東
日
本
大

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

へ
の
追
悼
及
び
鎮
魂
を
祈
念

し
、
震
災
の
記
録
・
教
訓
を

広
く
後
世
に
伝
え
、
鎮
魂
の

想
い
と
共
に
生
き
る
大
切
さ

を
分
か
ち
合
う
場
と
し
て
設

置
す
る
も
の
で
あ
り
、防
災
・

減
災
意
識
の
醸
成
を
図
る
た

め
の
象
徴
的
施
設
を
形
成
す

る
も
の
で
す
。
構
成
は
、
震

災
復
興
伝
承
館
、
祈
念
広
場
、

震
災
遺
構
（
旧
野
蒜
駅
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
）
で
す
。
ま

た
、
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

将
来
的
に
は
指
定
管
理
者
に

よ
る
運
営
を
目
指
す
が
、
語

り
部
や
防
災
教
育
等
に
つ
い

て
の
検
討
も
あ
る
た
め
、
当

面
は
市
で
運
営
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災

復
興
祈
念
公
園
条
例
に
つ
い
て

条 例
設 置

　平成29年第3回定例会において、市長より議案が提出され、4
件の議案を委員会に付託。その他の議案を書面、質疑等により審
議し、全議案可決しました。なお、委員会に付託した「東松島市
行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例につい
て」を除く3議案の審査内容は下記のとおりです。

　

産
業
建
設
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た

原
案
は
、
委
員
会
審

査
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
改
正
に
つ

い
て
は
下
水
道
使
用

料
の「
基
本
使
用
料
」

を
50
円
（
税
抜
）「
従

量
料
金
」
を
一
律
20

円
（
税
抜
）
増
額
と

す
る
内
容
で
す
。
改

定
時
期
は
平
成
30
年

1
月
1
日
と
な
り
ま

す
。
今
回
の
改
定
に

よ
り
平
成
32
年
度
ま

で
は
黒
字
化
に
転
じ
、

赤
字
幅
も
減
少
し
ま

す
。
今
後
は
3
年
毎

に
定
期
的
に
料
金
の

見
直
し
を
実
施
し
下

水
道
事
業
経
営
の
安

定
化
を
図
り
ま
す
。

本
会
議
に
お
い
て
委

員
会
報
告
の
と
お
り

全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
た
。

東

松

島

市

下
水
道
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

滝　
　

健
一

○

○

熊
谷　

昌
崇

○

○

長
谷
川　

博

○

○

佐
藤　

富
夫

○

○

櫻
井　

政
文

○

○

大
橋　

博
之

○

○

五
ノ
井
惣
一
郎

○

×

阿
部
と
し
ゑ

○

○

小
野　

惠
章

○

○

小
野　

幸
男

○

○

熱
海　

重
徳

○

×

土
井　

光
正

○

×

齋
藤　
　

徹

○

×

手
代
木
せ
つ
子

○

×

上
田　
　

勉

○

×

石
森　

晃
寿

○

×

議 決 結 果

原　案
（修正部分を除く、

報酬加算部分）
可決

修正案
（施行日を平成３０年
４月１日からに変更）

可決

第３回定例会

賛否が分かれた議案の本会議採決結果

東松島市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費
に関する条例及び東松島市教育委員会教育長の給与
及び勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例

（市三役の報酬を改正する条例）についての修正案

※１　総務常任委員会委員長報告は、修正し可決すべきもの。
※２　原案施行日は、平成29年10月。
※３　原案賛成討論の発言。（上田勉議員）
※４  修正案賛成討論の発言。（小野惠章議員、滝健一議員）

議　
　

案

総
務
常
任
委
員
会

付
託
議
案
審
査
お
よ
び

本
会
議
審
議
内
容

市
三
役
の
報
酬

を

改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

7 東松島市議会だより　No.46



議案番号 件名と主な内容　※前ページまでに説明した議案の説明は省略しています。

議案第90号
東松島市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例について
…現在、書面によって行われている申請、届出等の手続を、電子申請届出システムにより、インターネッ

トを使ってパソコン上で申請を行えるようにするための条例制定。

議案第91号

東松島市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
…人事院規則の一部改正に伴い、1 人の子について、再度の育児休業取得等ができる特別の事由として、

これまで運用で認められていた「保育所等の申込みを行っているが、当面その実施が行われないこと」
が明文化されたことによる条例の改正。

議案第92号
東松島市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
…市民課で戸籍、住民票等の受付・交付業務を行う、窓口サービス専門員の月額報酬を、宮城県最低賃金

引き上げに伴い、改正。

議案第94号 東松島市立学校の設置に関する条例の一部を改正する条例について
…平成 30 年 1 月に移転新築する鳴瀬未来中学校の位置の変更。

議案第95号 東松島市社会体育施設条例の一部を改正する条例について
…平成 29 年 11 月に移転復旧する大曲地区体育館の位置の変更。

議案第96号 東松島市蔵しっくパーク条例の一部を改正する条例について
…NPO 団体をはじめとする市民公益活動を行う団体への支援拠点として施設を活用するための改正。

議案第97号

東松島市企業立地優遇条例の一部を改正する条例について
…企業立地促進奨励金等の対象条件である常時雇用従業員数を、現行の「10 人以上」から「5 人以上」

に緩和するとともに、市内に住所を有する新規従業員を雇用した場合に、雇用奨励金による支援制度を
新たに設けるもの。

議案第99号
平成 27年度復興交付金事業立沼・浜市線（立沼工区）改良工事請負変更契約の締結について
…ほ場整備事業からの流用土を転用することで購入土（山砂）を減工しするもの。また地域住民の通行に

支障を来さないよう配慮し、立沼線の舗装工を追加するもの。

議案第100号
平成 27年度復興交付金事業立沼・浜市線（牛網工区）改良工事請負変更契約の締結について
…残土が発生したことから、残土の運搬処理を追加するもの。また、パイプラインの切り廻し位置等の変

更に伴いパイプラインの施工延長を増工するもの。

議案第101号

平成 27年度復興交付金事業立沼・浜市線（浜市工区）改良工事請負変更契約の締結について
…地下水位が当初の想定より高く、排水路等の施工に支障を来すことから、地下水低下工の施工量を増工

するもの。また、現地調査の結果、パイプラインの切り廻しの位置等の変更に伴いパイプラインの施工
延長を増工するもの。

議案第102号
（債）平成 29年度東松島市火葬場新築工事（建築工事）請負契約の締結について
…工事請負契約を締結しようとするもの。工事の概要は、鉄筋コンクリート造一部 2 階建て、延床面積

1,352.59 平方メートルの工事一式と、構内舗装などの外構新設工事一式。

議案第103号（債）平成 29年度東松島市火葬場新築工事（機械設備工事）請負契約の締結について…機械設備工事の契約を締結しようとするもの。機械設備工事は、空気調和、換気、衛生器具などの工事一式。

議案第104号
平成 29年度大曲浜地区被災市街地復興土地区画整理事業造成工事請負契約の締結について
…工事請負契約の締結をしようとするもの。工事の概要は、区画道路や排水構造物の築造を含む、企業立

地のための宅地造成。

議案第105号 平成 29年度復興交付金事業立沼・浜市線舗装工事請負契約の締結について
…工事請負契約の締結をしようとするもの。

議案第106号 財産の取得（ネットワーク機器一式）について
…ネットワーク機器の取得を行うもの。

議案第113号
（債）平成 29年度矢本東小学校講堂防音機能復旧事業及び大規模改造工事（建築工事）請負契約の締結
について
…老朽化が著しいことから、改修工事を行うもの。

議案第114号

平成 27年度鳴瀬第二中学校（鳴瀬未来中学校）災害復旧工事（建築工事）請負変更契約（第 2回変更契約）
の締結について
…設計時にボーリング調査を行い、支持層深さを想定していたが、支持層深さが異なる箇所が発覚したた

め、ボーリング調査費及び一部杭長変更に伴う杭工事費の増工等を行うもの。

議案第115号
平成 27年度鳴瀬第二中学校（鳴瀬未来中学校）災害復旧工事（電気設備工事）請負変更契約
（第 2回変更契約）の締結について
…グラウンド外灯及び電源設備工事費の増工等。

議案第116号
平成 27年度鳴瀬第二中学校（鳴瀬未来中学校）災害復旧工事（機械設備工事）請負変更契約
（第 2回変更契約）の締結について
…校舎内の給排水設備の増工を行うもの。

9月定例会可決議案

8平成29年11月1日発行



傍聴者
インタビュー

議案番号 件名と主な内容　※前ページまでに説明した議案の説明は省略しています。

議案第84号
平成 29年度東松島市新矢本西市民センター造成工事請負契約の締結について
…矢本西市民センターの新築移転に伴い建設用地として取得していた東松島市小松字向田地内の土地の造

成工事を行うもの。

議案第85号 野蒜北部丘陵地区第Ⅱ期災害公営住宅等譲渡代金確定契約の締結について
…第二期 88 戸及び集会所建設工事が進捗したことに伴い、事業費の精査を行い譲渡代金の確定を行うもの。

議案番号 件名と主な内容　※前ページまでに説明した議案の説明は省略しています。

議案第86号 財産の取得（野蒜北部丘陵地区第Ⅱ期災害公営住宅整備事業に関する建物等）について
…第二期 88 戸及び集会所等を取得するもの。

議案第87号 東松島市営住宅条例の一部を改正する条例について
…上記集会所の名称及び位置について、所要の改正を行うもの。

7月臨時会可決議案

8月臨時会可決議案

平成29年第4回臨時議会を開催し、全議案を全会一致で
可決しまいた。議案の件名と主な内容は下記の通りです。

平成29年第5回臨時議会を開催し、全議案を全会一致で
可決しまいた。議案の件名と主な内容は下記の通りです。

　

平
成
29
年
9
月
29
日
第
3

回
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員

定
数
と
報
酬
並
び
に
政
治
倫

理
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　
調
査
事
項

⑴
議
員
定
数
に
つ
い
て

⑵
議
員
報
酬
に
つ
い
て

⑶
政
務
活
動
費
に
つ
い
て

⑷
市
議
会
議
員
に
関
す
る

　

政
治
倫
理
に
つ
い
て

委
員
名
簿

○
小
　
野
　
惠
　
章

（
委
員
長
）

○
長
谷
川
　
　
　
博

（
副
委
員
長
）

○
石
　
森
　
晃
　
寿

○
上
　
田
　
　
　
勉

○
齋
　
藤
　
　
　
徹

○
阿
　
部
　
と
し
ゑ

○
五
ノ
井
　
惣
一
郎

○
大
　
橋
　
博
　
之

特
別
委
員
会

を
設
置

三浦　麗子さん
（大曲）

八木　繁次さん
（鹿妻）

期待と不安の一言
　私達は介護支援家族の会

「すこやかクラブ」です。

　今年の計画の中で新市長

様、議長様方のスタートを

一市民として期待を胸にし

て会員一同、自費で活動し

ているすこやかクラブです。9 月 13 日に議会を傍聴

させて頂きました。女性議員は、夏休中の子供達のこ

とをご心配なされ、家庭的な発言に感動しました。又、

男性議員の質問には、私達は 6 年前の震災時を思い

出し胸を打たれました。消防団員入団が少ないという

ことには私達も思わずうなずきました。消防団員のス

タイルを見ただけでも安心しています。一人でも多く

団員が増えますことを祈り反省会をしたところです。

　どの議員各位の質問も重
要かつ不可欠な内容で感じ
入ってしまいました。特に
新人議員の突っ込んだ質問
は切実な問題を提議してお
り、凄く感銘を受けました。
最近、新聞紙上で見受けら
れる発達障害児童教育問題

については、胸が痛みます。
　次に消防団の団員不足の現実を知るにつけ、自主参
加を旨として、根底に覆しかねない情景を感じる中、
本質も世代と共に変化していることだと大事な組織だ
けに心配します。
　切実な問題が多くある昨今、世の急変に伴い、それ
に対する活動も難しいと思いました。あまりにも世の
中、事件事故が多すぎ、対応に苦慮する状況に、50
有余年、その場に携わった一人として議会で活発に議
論して解決していってほしいものだと願います。

9 東松島市議会だより　No.46



16議員が
市政をただす

一般質問は、議員が、本市の一般事務

に関する質問を行ったり、政策提言を

行うことなどを言います。議論の様子

は録画中継でもご覧になれます。

ページ 質問者（登壇者） 質問項目

11 五ノ井　惣一郎 ①北赤井地区の市道拡幅整備を図れ

11 石　森　晃　寿
①応急仮設住宅等入居者の現状と再

建について
②友好都市・友好姉妹都市の交流につ

いて

12 上　田　　　勉
①学力向上の具体策を問う
②基地対策関連事業の推進と予算確

保について
③防災アプリの導入について

12 大　橋　博　之
①奥松島公社の今後の経営戦略は
②総合型地域スポーツクラブの設立

の現状

13 齋　藤　　　徹 ①発達障害児童、生徒と保護者に対す
る市内教育現場の対応について

13 小　野　惠　章 ①前阿部市政の継承と渥美市政の施
策について

14 櫻　井　政　文
①プログラミング教育対応策につい

て
②国語が好きになり、その力を伸ばす

方策について

14 熱　海　重　徳 ①体育施設の整備・管理について

15 土　井　光　正

①発達障害への理解を広げ、早期発
見、療育につなげよ

②小学校の施設整備の完備により、安
全安心の学習環境を整えよ

③道路冠水等の対策工事や異常降雨
対策を急げ

15 阿　部　としゑ ①夏休み後の教育指導を問う
②今後の友好都市等交流事業を問う

16 熊　谷　昌　崇 ①消防団員の確保について
②被災構造物の撤去推進について

16 手代木　せつ子 ①廃棄物処理業務についてを問う

17 長谷川　　　博
①がんばる農家（多様な担い手）支援

事業の創設について
②学校給食の無償化について

17 小　野　幸　男 ①航空祭と基地との関わりについて
②復興事業の課題について

18 滝　　　健　一
①市営墓地の建設に着手を
②子供のいじめ問題と教育環境の整

備策について

18 佐　藤　富　夫 ①本市の内部統制の在り方を問う
②保育施設の待機児童対策を問う

議会中継はこちらから
検索東松島市議会映像

http://www.higashimatsushima-city.stream.jfit.co.jp/
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▲平成31年度までに被災者の再建にあわせて解体

1、応急仮設住宅等入居者の現
状と再建について

2、友好都市・友好姉妹都市の
交流について

1、北赤井地区の市道拡幅整備
を図れ

石森　晃寿 議員

五ノ井惣一郎 議員

Q

Q

A

A

仮
設
住
宅
等
入
居
者
の
現
状
と
再
建

北
赤
井
地
区
の
市
道
拡
幅
整
備
を
図
れ

居
住
者
の
意
向
を
反
映
し
て
再
建

本
路
線
は
重
要
路
線
、
整
備
を
図
る

　
　
　
　

災
害
救
助
法
に
基

づ
き
、
応
急
仮
設
住

宅
等
を
供
与
し
て
い
る
が
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
６

カ
月
が
経
過
し
、
移
転
先
団

地
の
整
備
が
進
み
、
住
宅
再

建
、
災
害
公
営
住
宅
の
整
備

に
伴
う
入
居
に
よ
り
応
急
仮

設
住
宅
等
の
入
居
率
が
10
％

を
下
回
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
入
居
者
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
に
、
市
と
し
て

Q

　
　
　
　

県
道
石
巻
鹿
島
台

大
衡
線
の
北
側
に
並

行
し
た
袋
堀
・
下
区
・
相
野

佐
野
53
号
線
は
、
石
巻
市
須

江
の
産
業
用
地
に
続
く
市
道

で
あ
る
。
県
道
石
巻
鹿
島
台

大
衡
線
は
、
車
両
の
通
行
量

が
増
加
、
歩
道
が
あ
る
も
の

の
赤
井
小
の
通
学
道
路
で
あ

り
、
特
に
震
災
後
危
険
な
県

道
だ
。

　

赤
井
北
側
の
市
道
は
、
狭

Q

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

　
　
　

市
長　

プ
レ
ハ
ブ
応

急
仮
設
の
入
居
戸
数

及
び
入
居
者
数
は
、
１
０
０

戸
、
２
２
５
人
、
入
居
率

６
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
民
間
賃
借
借
上
げ

住
宅
の
入
居
戸
数
及
び
入
居

者
数
は
、
95
戸
、
２
０
５
人
、

入
居
率
は
10
％
と
な
っ
て
い

る
。

　

入
居
者
の
今
後
の
再
建
先

A

隘
で
車
・
農
機
の
通
行
の
す

れ
違
い
に
は
危
険
を
要
す
る
。

赤
井
北
地
区
の
深
谷
地
区
の

ほ
場
整
備
の
採
択
要
望
中
だ
。

そ
れ
に
合
わ
せ
狭
隘
な
市
道

の
拡
幅
整
備
に
図
れ
。

　
　
　

市
長　

本
路
線
は
、

重
要
な
路
線
で
あ
り

赤
井
地
区
の
生
産
地
団
地
を

東
西
に
横
断
す
る
路
線
で
あ

り
、
現
在
、
広
域
営
農
団
地

農
道
整
備
に
よ
る
整
備
を
県

A

の
意
向
は
決
定
し
て
お
り
、

お
一
人
お
一
人
に
寄
り
添
っ

た
、
ス
ム
ー
ズ
な
生
活
再
建

が
で
き
る
よ
う
に
、
各
種
支

援
制
度
で
支
援
す
る
。

　

ま
た
、
プ
レ
ハ
ブ
応
急
仮

設
住
宅
の
解
体
は
、
平
成
31

年
度
ま
で
に
被
災
者
の
再
建

に
合
わ
せ
て
、
解
体
す
る
。

に
要
望
し
て
い
る
。

　

質
問
の
路
線
は
防
災
・
産

業
分
野
で
も
重
要
な
路
線
で

あ
る
。
老
朽
化
し
た
高
田

橋
・
六
槍
橋
の
改
修
も
必
要

だ
。
こ
の
拡
幅
整
備
に
は
多

額
の
財
源
が
必
要
だ
が
、
市

の
事
業
と
し
て
、
交
通
省
所

管
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
等
も
活
用
し
、
完
成
を

目
指
し
た
い
。

▲北赤井市道相野佐野 53 号線（幅 4m）
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1、奥松島公社の今後の経営戦略は
2、総合型地域スポーツクラブの

設立と現状

1、学力向上の具体策を問う
2、基地対策関連事業の推進と

予算確保について
3、防災アプリの導入について

大橋　博之 議員

上田　　勉 議員

Q

Q

A

A

奥
松
島
公
社
の
今
後
の
経
営
戦
略
は

学
力
向
上
具
体
策
を
問
う

自
立
自
走
を
目
標
に
努
力
す
る

夏
休
み
等
を
利
用
し
た
時
間
の
確
保
に
努
め
る

　
　
　
　

東
松
島
市
が
誕
生

し
て
か
ら
奥
松
島
公

社
に
つ
い
て
多
く
の
議
員
が

一
般
質
問
や
予
算
決
算
の
審

査
の
中
で
議
論
さ
れ
て
き
た

が
い
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ

り
有
効
な
改
革
が
進
ん
で
い

な
い
。
今
後
、
奥
松
島
公
社

の
課
題
を
解
決
し
ど
の
よ
う

な
方
針
を
も
っ
て
観
光
戦
略

の
中
で
位
置
付
け
し
て
い
く

の
か
次
の
3
点
に
つ
い
て
伺

Q

　
　
　
　

市
長
就
任
後
積
極

的
に
関
係
機
関
等
へ

の
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る

が
、
学
力
向
上
策
を
含
め
、

次
の
点
に
つ
い
て
市
長
・
教

育
長
に
伺
う

①
学
力
向
上
の
具
体
策

②
基
地
対
策
関
連
事
業
の
推

進
と
予
算
確
保
に
つ
い
て

③
防
災
ア
プ
リ
の
導
入

　
　
　

市
長　

①
夏
休
み
期

間
に
お
け
る
学
習
時

QA

う
。
①
社
長
が
副
市
長
で
良

い
の
か
②
民
間
か
ら
の
資
本

金
に
つ
い
て
増
額
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
③
観
光
物
産
協

会
と
の
連
携
に
つ
い
て

　
　
　

市
長　

①
奥
松
島
公

社
は
赤
字
決
算
が
続

い
て
い
る
状
況
下
、
今
後
自

立
自
走
を
見
据
え
た
経
営
の

健
全
化
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
は
民
間
株
主
等
か
ら
の
社

長
の
選
任
に
関
し
て
も
提
案

A

間
の
確
保
を
含
め
具
体
策
を

検
討
す
る
。
教
育
長
・
週
ご

と
の
「
指
導
計
画
案
」
に
基

づ
く
授
業
の
実
践
や
研
究

会
・
教
師
塾
等
で
教
職
員
の

質
的
向
上
に
努
め
、
教
員
加

配
数
の
確
保
等
を
通
じ
対
策

を
講
ず
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
で
は
、
自
主
的
学
習
会
運

営
、
学
習
環
境
の
整
備
を
行

う
。
宿
題
や
予
習
・
復
習
は

協
議
し
て
い
く
。

②
今
後
の
自
走
に
向
け
資
金

繰
り
を
含
め
た
経
営
健
全
化

に
あ
た
り
必
要
で
あ
る
か
ど

う
か
取
締
役
会
の
中
で
検
討

し
て
も
ら
う
。

③
公
社
は
観
光
物
産
協
会
の

会
員
と
し
て
互
い
に
連
携
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
る
。
今

後
も
今
ま
で
以
上
に
連
携
強

化
し
本
市
の
観
光
振
興
を
担

う
団
体
と
し
て
期
待
す
る
。

学
習
習
慣
が
身
に
つ
く
。

学
習
の
手
引
き
な
ど
を
策
定

し
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

②
国
会
議
員
、
防
衛
省
等
に

対
し
要
望
活
動
し
た
。
基
地

と
の
共
存
共
栄
を
軸
と
し
て

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
休
憩
室

建
設
等
整
備
に
つ
い
て
も
、

予
算
確
保
に
努
め
る
。

③
現
段
階
で
は
市
の
各
種

メ
ー
ル
情
報
、
L
ア
ラ
ー
ト

に
よ
る
情
報
提
供
に
努
め
る
。

▲奥松島公社が運営する奥松島遊覧船乗り場

▲由利本荘市中学校の教育風景

16 議員が市政をただす
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1、前阿部市政の継承と渥美市政
の施策について

1、発達障害児童、生徒と保護者
に対する市内教育現場の対応
について

小野　惠章 議員

齋藤　　徹 議員

Q

Q

A

A

市
長
報
告
会
懇
談
会
を
開
催
す
べ
き

発
達
障
害
児
に
対
す
る
教
育
現
場
の
対
応
に
つ
い
て

本
年
度
、
4
ヶ
所
で
行
な
う

教
員
の
温
度
差
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

　
　
　
　

前
阿
部
市
政
の
継

承
と
渥
美
市
政
の
政

策
に
つ
い
て
①
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
今
後
に
つ
い
て
。

②
市
長
の
市
政
に
対
す
る
市

政
報
告
会
、
市
民
懇
談
会
を

開
催
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

③
部
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
。

④
児
童
、
生
徒
の
学
力
向
上

策
に
つ
い
て
。

⑤
自
衛
隊
松
島
基
地
と
の
、

Q

　
　
　
　

①
発
達
障
害
児
に

対
す
る
教
員
対
応
の

方
向
性
の
統
一
に
つ
い
て

②
該
当
す
る
児
童
へ
の
支
援

協
力
、
周
知
方
法
に
つ
い
て

③
発
達
障
害
児
の
保
護
者
へ

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
効
果

に
つ
い
て

　
　
　

教
育
長　

①
発
達
障

害
児
に
対
し
て
教
員

の
ス
タ
ン
ス
の
違
い
、
温
度

差
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

QA

共
存
共
栄
に
つ
い
て
。

⑥
市
民
か
ら
の
要
望
、
陳
情

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
。

　
　
　

市
長　

①
市
民
、
あ

ら
ゆ
る
団
体
、
N
P

O
な
ど
が
、
参
画
す
る
「
総

働
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

し
て
い
き
た
い
。

②
本
年
度
、
４
ヶ
所
を
開
催

予
定
し
継
続
し
て
ゆ
く
。

③
イ
ン
ナ
ー
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

A

認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
研
修
等
で
発
達

障
害
へ
の
理
解
を
深
め
、
教

員
全
体
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
て
い
く
。

②
学
校
行
事
等
の
教
育
活
動

を
通
じ
て
、
発
達
障
害
児
に

対
す
る
保
護
者
、
地
域
へ
の

周
知
と
理
解
を
深
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
保
護
者
に
対
す
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
は
、
就
学
相
談
や

実
施
、
各
部
長
い
く
つ
か
柱

を
示
し
広
報
し
て
ゆ
く
。

④
学
力
低
下
を
重
く
受
け
止

め
、
夏
休
み
の
短
縮
等
も
検

討
し
強
力
に
進
め
る
。

⑤
連
携
協
力
し
、
基
地
交
付

金
等
の
予
算
確
保
、
諸
要
望

を
強
く
働
き
か
け
て
ゆ
く
。

⑥
財
源
や
内
容
を
確
認
、
必

要
な
措
置
に
つ
い
て
対
応
、

市
長
の
政
治
判
断
も
あ
る
。

指
導
方
法
等
に
有
効
な
手
段

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

教
育
委
員
会
等
の
関
係
機
関

を
介
し
て
各
方
面
と
連
携
対

応
す
る
事
で
、
学
校
教
育
に

対
す
る
幅
広
い
ニ
ー
ズ
や
期

待
に
応
え
て
い
く
。

　

今
後
は
更
に
、
保
護
者
か

ら
の
支
援
要
請
等
に
対
し
て

真
摯
に
応
え
て
い
く
。

▲松島基地との共存共栄を

▲子供たちのために、今できることを

一 般 質 問
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1、体育施設の整備・管理につ
いて

1、プログラミング教育対応策に
ついて

2、国語が好きになり、その力を
伸ばす方策について

熱海　重徳 議員

櫻井　政文 議員

Q

Q

A

A

体
育
行
事
・
施
設
整
備
に
つ
い
て

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
対
応
策
は

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る

順
次
環
境
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い

　
　
　
　

①
鷹
来
の
森
運
動

公
園
に
つ
い
て
、
改

修
等
要
望
の
対
応
は
。

②
体
育
施
設
管
理
に
つ
い
て
、

休
館
日
の
開
放
、
予
約
体
制

の
改
善
は
。

③
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
取
り
組
み
、
日
本
体

育
大
学
と
の
連
携
は
。

④
ツ
ー
ル
・
ド
・
東
北
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

Q

　
　
　
　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
が
必
修
化
さ
れ

る
。
こ
れ
は
日
本
の
明
日
を

決
定
づ
け
る
可
能
性
の
あ
る

重
要
な
改
訂
で
あ
る
。
①
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
実
施

す
る
環
境
だ
が
、
情
報
機
器

の
整
備
は
ど
う
す
る
の
か
。

②
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を

支
援
す
る
専
門
家
や
支
援
員

は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

Q

　
　
　

市
長
・
教
育
長

①
鷹
来
の
森
内
屋
内

運
動
場
は
現
在
、
照
明
交
換

な
ど
の
修
繕
工
事
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
要
望
へ
の

対
応
は
活
用
状
況
や
必
要
性

も
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

②
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等

を
も
と
に
、
教
育
委
員
会
等

と
協
議
し
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
。

③
来
年
度
早
い
時
期
に
ス
ポ

A

　
　
　

教
育
長　

①
機
器
類

の
整
備
に
は
膨
大
な

予
算
が
伴
う
の
で
、
段
階
的

に
整
備
を
進
め
て
い
く
。
②

教
職
員
を
対
象
と
し
た
I
C

T
教
育
研
修
会
に
参
加
、
習

得
し
た
内
容
を
他
の
教
職
員

へ
伝
達
し
て
い
る
。

　
　
　
　

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム

で
子
供
の
読
書
離
れ

が
進
ん
で
い
る
。
国
語
の
勉

強
法
で
は
読
書
は
重
要
で
あ

AQ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
設
立
で
き
る

よ
う
計
画
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
第
50
回
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
大
会
に
日
本
体
育
大

学
陸
上
部
選
手
を
招
待
す
る

調
整
を
行
っ
て
い
る
。

④
今
回
５
回
目
の
開
催
と
な

る
が
、
県
議
時
代
か
ら
行
事

に
関
わ
り
、
や
っ
と
本
市
で

も
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
後
も
長
く
継
続
し
て
い
け

る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

る
。
①
授
業
以
外
の
読
書
時

間
を
増
や
す
た
め
の
方
策
は
。

②
古
典
の
朗
読
が
国
語
力
を

伸
ば
す
上
で
有
効
と
思
う
が

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　

教
育
長　

①
始
業
前

に
読
書
タ
イ
ム
を
設

定
し
た
り
、
読
書
習
慣
を
身

に
付
け
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
。
②
多
様
な
古
典
が
教
材

に
な
っ
て
い
る
。
古
典
の
朗

読
を
さ
ら
に
効
果
的
に
活
用
。

A

▲あおい地区北に、建設された体育館

▲イトナブ石巻によるプログラミング体験

16 議員が市政をただす

14平成29年11月1日発行



1、発達障害への理解を広げ、
早期発見、療育につなげよ

2、小学校の施設整備の完備に
より、安全安心の学習環境
を整えよ

3、道路冠水等の対策工事や異
常降雨対策を急げ

土井　光正 議員

Q
A 発
達
障
害
へ
の
理
解
を
広
げ
る
策
は

先
ず
全
職
員
が
セ
ミ
ナ
ー
等
を
受
講

　
　
　
　

①
発
達
障
害
の
理

解
を
広
げ
る
対
応
と

早
期
発
見
、
療
育
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

②
冷
房
設
備
の
無
い
小
学
校

（
大
曲
、
赤
井
、
赤
井
南
、

大
塩
小
学
校
）
に
早
期
に
冷

房
設
備
を
設
置
せ
よ
。
ま
た
、

大
曲
小
学
校
の
被
災
施
設
（

津
波
被
害
で
水
は
け
が
悪
く

な
っ
た
校
庭
や
避
難
時
に
お

け
る
床
面
の
損
傷
等
）
の
対

Q

応
は
い
つ
す
る
の
か
。

③
大
震
災
に
よ
る
地
盤
沈
下

に
よ
る
道
路
冠
水
対
策
工
事

を
急
げ
。
ま
た
、
工
事
完
了

ま
で
の
行
政
と
し
て
の
対
応

は
。

　
　
　

市
長　

①
発
達
障
害　
　
　

の
理
解
を
広
げ
る
対

策
と
し
て
、
先
ず
市
職
員
全

員
が
セ
ミ
ナ
ー
等
を
受
講
し
、

地
域
に
広
げ
て
い
く
。
乳
幼

児
検
診
に
お
け
る
発
達
障
害

A

先
進
的
ツ
ー
ル
の
導
入
も
視

野
に
検
討
し
て
い
く
。

②
冷
房
施
設
の
設
置
に
つ
い

て
は
防
衛
予
算
で
検
討
し
て

い
く
。
校
庭
の
水
は
け
に
つ

い
て
は
調
査
し
検
討
す
る
。

③
平
成
32
年
度
ま
で
工
事
を

完
成
さ
せ
る
が
こ
の
期
間
に

お
け
る
路
面
冠
水
対
策
と
し

て
仮
設
ポ
ン
プ
等
の
支
援
を

行
う
。
ま
た
、
対
象
地
域
の

住
民
説
明
会
も
検
討
す
る
。

▲今もなお、取り残されている大曲小学校の被災施設

1、夏休み後の教育指導を問う
2、今後の友好都市等交流事業

を問う

阿部としゑ 議員

A
子
供
達
の
変
化
に
適
切
な
対
応
す
る

　
　
　
　

長
い
夏
休
み
中
、

子
供
た
ち
は
家
族
や

友
達
と
楽
し
い
日
々
を
過
ご

し
た
と
思
う
。
休
み
の
間
の

生
活
習
慣
を
元
に
戻
す
の
は

容
易
で
は
な
い
。
市
内
の
生

徒
の
夏
休
み
中
の
生
活
状
況
。

　

休
み
前
の
生
活
に
戻
す
指

導
。
自
主
勉
強
を
学
力
向
上

に
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
に
関
し

て
特
に
注
意
が
必
要
で
あ
る

Q

と
思
わ
れ
る
が
対
応
は
。

　
　
　

教
育
長　

交
通
事
故

や
水
の
事
故
報
告
は

な
い
。
事
前
指
導
の
徹
底
に

よ
り
、
地
域
の
行
事
等
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
た
と
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

夏
休
み
の
生
活
を
引
き
ず

る
事
な
く
、
お
お
む
ね
滞
り

な
く
学
校
生
活
に
戻
っ
て
い

る
。
「
夏
休
み
イ
ー
ト
っ
子

学
習
会
」
を
開
催
し
学
び
支

A

援
相
談
員
、
大
学
の
学
生
の

協
力
を
得
て
、
受
験
勉
強
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

二
学
期
始
業
時
の
不
登
校

生
徒
が
中
学
校
で
大
幅
に
減

少
し
た
。
夏
休
み
中
の
先
生

方
等
の
家
庭
訪
問
な
ど
に
よ

る
も
の
。
友
人
関
係
の
変
化

に
よ
り
、
急
に
い
じ
め
や
不

登
校
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ

り
適
切
な
対
応
に
努
め
る
。

▲楽しく勉強する子供たち

Q
夏
休
み
後
の
教
育
指
導
を
問
う

一 般 質 問
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1、消防団員の確保について
2、被災構造物の撤去推進につ

いて

熊谷　昌崇 議員

Q
A 消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て

市
職
員
の
査
定
に
考
慮
す
る

　
　
　
　

本
来
、
消
防
団
員

は
市
職
員
が
加
入
し

て
も
、
何
ら
問
題
は
な
い
。

全
国
の
自
治
体
の
職
員
が
加

入
し
て
い
る
例
は
多
数
あ
る
。

地
震
や
昨
今
多
く
見
受
け
ら

れ
る
豪
雨
等
の
水
害
に
対
し
、

市
職
員
は
３
号
配
備
等
で
参

集
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
れ
以
外
の
事
例
、

火
災
現
場
で
の
交
通
誘
導
や

火
が
完
全
に
鎮
火
し
た
の
か

Q

を
確
認
す
る
現
場
の
監
視
や

マ
ン
ホ
ー
ル
の
点
検
等
、
一

般
の
市
民
が
休
日
に
活
動
し

て
い
る
作
業
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
作
業
は
十
分
、
市
職
員

で
も
可
能
な
作
業
で
あ
り
、

地
域
の
消
防
団
に
入
り
活
動

す
れ
ば
、
地
域
住
民
と
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

る
た
め
、
有
用
な
こ
と
と
思

う
が
、
市
職
員
の
積
極
的
な

参
加
を
促
す
べ
き
と
思
う
が

い
か
に
。

　
　
　

市
長　

地
方
公
務
員

が
消
防
団
員
と
し
て

活
動
し
て
い
る
一
部
の
自
治

体
の
実
態
は
承
知
し
て
お
り
、

東
松
島
市
に
お
い
て
も
、
兼

業
従
事
の
許
可
を
受
け
れ
ば

入
団
は
可
能
だ
が
、
大
震
災

後
の
業
務
が
多
忙
で
あ
る
た

め
、
現
在
は
難
し
い
が
、
一

段
落
後
は
、
職
員
の
査
定
の

一
つ
と
し
、
参
加
を
促
す
。

A

▲平成 29 年度東松島市消防演習

1、廃棄物処理業務についてを
問う

手代木せつ子 議員

Q
A 廃
棄
物
処
理
業
務
に
つ
い
て
を
問
う

市
民
サ
イ
ド
に
立
ち
検
討
し
て
い
く

　
　
　
　

①
鳴
瀬
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
（
鳴

瀬
処
分
場
）
に
搬
入
さ
れ
た

粗
大
ご
み
の
中
で
、
再
利
用

可
能
な
物
は
分
別
破
砕
せ
ず
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
作
り

展
示
し
、
市
民
の
皆
様
に
市

報
等
で
知
ら
せ
、
希
望
者
に

提
供
し
て
は
ど
う
か
。

②
高
齢
化
に
向
け
た
家
庭
ご

み
の
出
し
方
に
つ
い
て
は
、

担
当
課
の
み
の
問
題
で
は
な

Q

く
、
福
祉
課
と
も
連
携
し
取

り
組
む
べ
き
と
思
う
が
、
市

長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

市
長　

①
鳴
瀬
処
分

場
に
搬
入
さ
れ
た
粗

大
ご
み
の
う
ち
約
47
％
が
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
後
は
、

循
環
型
社
会
を
創
る
上
で
重

要
な
「
も
っ
た
い
な
い
精

神
」
を
生
か
し
、
ご
み
の
埋

立
量
を
減
ら
す
意
味
に
お
い

A

て
も
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に

つ
い
て
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
く
。

②
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
今

後
の
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
サ
イ
ド
に

立
っ
た
、
市
民
が
よ
り
利
用

し
や
す
い
方
法
を
、
環
境
審

議
会
等
を
通
じ
て
検
討
し
て

い
く
。

▲搬入された粗大ごみ

16 議員が市政をただす

16平成29年11月1日発行



1、がんばる農家（多様な担い
手）支援事業の創設につい
て

2、学校給食の無償化について

長谷川　博 議員

Q
A 多
様
な
担
い
手
へ
独
自
支
援
事
業
を

中
小
農
家
の
協
力
必
要
、
検
討
し
た
い

　
　
　
　

大
規
模
経
営
や
法

人
に
の
み
手
厚
い
支

援
が
あ
る
が
中
規
模
農
家
に

は
支
援
が
無
い
。
中
小
農
家

の
協
力
で
農
地
や
水
路
な
ど

地
域
資
源
が
保
全
さ
れ
て
い

る
。
登
米
市
で
は
独
自
に

「
が
ん
ば
る
農
家
支
援
事

業
」
で
水
稲
機
械
の
購
入
補

助
を
実
施
、
本
市
で
も
検
討

せ
よ
。

Q

　
　
　

市
長　

大
規
模
農
家

だ
け
へ
の
支
援
は
矛

盾
を
感
じ
る
。
地
域
農
業
は

中
小
・
兼
業
農
家
の
協
力
で

成
り
立
つ
も
の
。
登
米
市
の

実
例
も
あ
り
、
時
間
を
頂
き

検
討
さ
せ
て
も
ら
う
。

　
　
　
　

全
国
的
に
給
食
費

の
無
償
化
が
広
が
っ

て
い
る
。
全
額
無
償
55
自
治

体
、
一
部
補
助
３
６
２
自
治

体
、
宮
城
県
で
は
七
ヶ
宿
町

AQ

が
無
償
に
。
無
償
化
は
子
育

て
支
援
や
定
住
、
食
育
に
つ

な
が
る
。
現
実
的
に
は
、
現

行
の
被
災
家
庭
へ
の
就
学
援

助
の
打
ち
切
り
を
見
据
え
、

一
部
補
助
か
ら
検
討
す
べ
き
。

　
　
　

市
長　

無
償
化
は
国

で
行
う
べ
き
。
１
億

８
千
万
円
の
財
源
確
保
は
厳

し
い
。
経
済
的
に
困
難
な
家

庭
は
就
学
援
助
制
度
を
活
用

し
て
頂
く
。

A

▲中小・兼業農家も協力して地域農業を支えている

1、航空祭と基地との関わりに
ついて

2、復興事業の課題について

小野　幸男 議員

Q
A 復
興
事
業
の
課
題
に
つ
い
て

円
滑
な
管
理
を
国
と
協
議
す
る

　
　
　
　

①
航
空
祭
と
基
地

と
の
関
わ
り
を
伺
う
。

②
被
災
跡
地
の
県
道
市
道
の

除
草
対
策
と
予
算
確
保
は
。

③
野
蒜
地
区
の
旧
新
町
の
県

道
の
排
水
対
策
に
つ
い
て
。

④
減
反
政
策
や
農
地
整
備
の

課
題
と
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
。

⑤
豊
前
市
と
の
友
好
都
市
協

定
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　
　

市
長　

①
両
日
で
13

万
人
の
来
場
が
あ
り

QA

個
々
の
内
容
に
応
じ
市
の
補

助
金
を
交
付
し
、
市
議
会
の

側
面
的
な
支
援
も
願
う
。

②
移
転
元
地
の
貸
付
料
を
財

源
と
し
て
、
早
急
な
対
応
が

必
要
な
場
合
は
職
員
で
作
業

を
行
い
、
苦
情
が
起
き
な
い

よ
う
除
草
管
理
に
努
め
る
。

③
震
災
前
に
市
が
管
理
す
る

ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
た

が
、
県
が
応
急
対
応
を
行
っ

て
い
た
。
事
業
採
択
に
向
け

復
興
庁
と
協
議
中
で
、
今
後

は
県
の
排
水
ポ
ン
プ
で
排
水

対
応
を
す
る
。

④
県
に
主
導
的
役
割
を
最
大

限
果
た
す
よ
う
要
望
し
、
営

農
に
つ
い
て
は
県
及
び
農
業

関
係
団
体
と
連
携
し
農
業
振

興
を
図
る
。

⑤
更
な
る
相
互
の
住
民
交
流

を
醸
成
し
、
友
好
都
市
協
定

に
前
向
き
に
対
応
す
る
。

▲野蒜州崎地区の適切な道路環境整備を急げ

一 般 質 問
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1、市営墓地の建設に着手を
2、子供のいじめ問題と教育環

境の整備策について

滝　　健一 議員

Q
A 子
供
の
い
じ
め
と
教
育
環
境
の
整
備

危
機
感
を
も
っ
て
対
処
に
努
め
る

　
　
　
　

①
東
松
島
市
内
小

中
学
校
の
い
じ
め
問

題
等
の
実
態
は
。

②
本
市
誕
生
か
ら
今
日
ま
で

の
い
じ
め
の
質
の
変
貌
は
。

③
仙
台
市
の
自
殺
問
題
を
ど

の
よ
う
に
分
析
す
る
か
。

④
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

⑤
鳴
瀬
未
来
中
と
鳴
瀬
桜
華

小
校
舎
移
転
後
の
活
用
は
。

Q

　
　
　

教
育
長　

①
今
年
度

4
月
か
ら
７
月
ま
で

の
い
じ
め
認
知
件
数
は
小
学

校
１
３
３
件
、
中
学
校
18
件

で
あ
る
。
最
も
重
視
さ
れ
る

重
大
事
案
は
１
件
も
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
常
に
い
じ
め

は
存
在
す
る
と
い
う
危
機
感

を
も
っ
て
、
防
止
に
努
め
る
。

②
こ
こ
数
年
、
パ
ソ
コ
ン
、

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
普
及
で
、
ネ
ッ
ト
上

A

の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
。

③
実
態
把
握
や
教
師
の
暴
言

や
体
罰
な
ど
、
本
市
に
置
き

換
え
た
検
討
が
必
要
だ
。

④
東
松
島
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
書
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
行
な
う
。

⑤
市
長　

地
域
活
性
化
に
資

す
る
活
用
を
検
討
す
べ
き
で
、

教
育
委
員
会
や
地
域
の
皆
様

と
活
用
等
を
検
討
し
て
い
く

の
で
協
力
を
願
う
。

▲新鳴瀬未来中学校は、野蒜中下地区に急ピッチで建設中

1、本市の内部統制の在り方を
問う

2、保育施設の待機児童対策を
問う

佐藤　富夫 議員

Q
A 市
役
所
の
内
部
統
制
の
在
り
方
は

法
に
よ
り
体
制
整
備
を
行
う

　
　
　
　

自
治
法
の
改
正
に

よ
り
地
方
自
治
体
の

内
部
統
制
の
方
針
を
定
め
る

よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

　

本
市
は
、
旧
町
時
代
よ
り

様
々
な
職
員
の
不
祥
事
は
、

絶
え
間
な
く
続
い
て
い
る
。

　

民
間
で
は
会
社
法
等
に
よ

り
何
10
年
も
前
か
ら
整
備
さ

れ
て
お
り
公
務
員
は
遅
い
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
法
律
で

義
務
付
け
し
最
小
の
経
費
で

Q

最
大
の
効
果
を
上
げ
行
政
リ

ス
ク
（
危
険
）
を
極
力
少
な

く
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
当
局
は
、
そ
の
意
義
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
。

②
H
27
年
８
月
、
野
蒜
小
学

校
建
築
工
事
請
負
契
約
の
議

会
否
決
が
あ
っ
た
。
理
由
は

事
務
調
整
の
不
備
、
い
わ
ゆ

る
内
部
統
制
の
緩
み
。
ど
の

よ
う
に
検
証
し
た
か
。

③
人
事
管
理
も
統
制
の
一
つ
。

長
期
に
長
時
間
の
残
業
は
労

働
基
準
法
違
反
の
疑
い
が
あ

り
、
健
康
上
の
問
題
あ
る
。

　
　
　

市
長　

①
議
員
の
言

う
と
お
り
で
あ
る
。

体
制
整
備
を
進
め
る
。

②
十
分
反
省
し
て
い
る
。
関

係
法
令
・
規
定
に
基
づ
き
、

運
用
を
研
究
し
て
行
く
。

③
好
ま
し
く
は
な
い
。
超
過

勤
務
の
平
準
化
を
し
た
い
。

A

▲早急な体制整備を求む

18平成29年11月1日発行
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路
や
漁
場
が
あ
り
国
際
社
会

の
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も

極
め
て
危
険
で
あ
り
、
断
じ

て
容
認
で
き
な
い
。 

　

北
朝
鮮
に
よ
る
核
実
験
お

よ
び
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
は
、

国
連
安
全
保
障
理
事
会
決
議

や
日
朝
平
壌
宣
言
、
六
者
会

合
共
同
声
明
に
明
ら
か
に
違

反
す
る
行
為
で
あ
る
。
こ
う

し
た
行
為
は
、
国
際
的
な
軍

縮
・
核
不
拡
散
体
制
に
対
す

る
重
大
な
挑
発
で
あ
り
、
そ

の
強
硬
な
姿
勢
は
、
我
が
国

を
含
む
地
域
及
び
国
際
社
会

の
平
和
と
安
全
を
著
し
く
損

な
う
も
の
で
あ
る
。 

　

よ
っ
て
、
東
松
島
市
議
会

は
、
こ
れ
ら
の
暴
挙
に
対
し

断
固
と
し
て
抗
議
す
る
と
と

も
に
、
日
本
政
府
に
お
い
て

は
、
関
係
各
国
と
緊
密
に
連

携
し
北
朝
鮮
に
挑
発
行
為
の

中
止
を
強
く
求
め
、
か
つ
国

際
社
会
に
対
し
、
国
連
安
全

保
障
理
事
会
決
議
に
基
づ
く

制
裁
措
置
の
完
全
な
履
行
を

強
く
働
き
か
け
る
な
ど
、
外

交
的
解
決
に
向
け
必
要
な
あ

ら
ゆ
る
措
置
を
講
じ
毅
然
と

し
た
対
応
を
と
る
よ
う
強
く

求
め
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

平
成
29
年
第
3
回
定
例
会

に
お
い
て
、
右
記
の
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。
決
議
の
内

容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
「
北
朝
鮮
が
9
月
15
日
早

朝
三
度
の
日
本
上
空
を
通
過

す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射

し
、
襟
裳
岬
東
約
２
、２
０
０

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
太
平
洋
上

に
落
下
し
た
。

　

８
月
29
日
に
も
弾
道
ミ
サ

イ
ル
を
発
射
し
、
同
様
な
経

路
を
飛
翔
し
太
平
洋
上
に
落

下
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
９
月
３
日
に
は
水

爆
実
験
を
行
い
、
６
回
の
核

実
験
に
成
功
し
た
と
発
表
し

た
。

　

北
朝
鮮
は
、
国
際
社
会
の

度
重
な
る
強
い
抗
議
と
警
告

を
無
視
し
、
今
年
に
な
っ
て

弾
道
ミ
サ
イ
ル
な
ど
を
12
回
、

15
発
発
射
し
て
い
る
。　

　

特
に
、
核
実
験
の
結
果
浮

遊
す
る
放
射
能
は
、
確
実
に

日
本
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
我

が
国
上
空
を
通
過
す
る
弾
道

ミ
サ
イ
ル
発
射
と
い
う
行
為

は
、
我
が
国
の
安
全
保
障
上
、

よ
り
重
大
か
つ
差
し
迫
っ
た

新
た
な
段
階
の
脅
威
で
あ
る
。

　

着
弾
点
付
近
で
は
、
航
空

機
の
飛
行
経
路
、
船
舶
の
航

北
朝
鮮
の
核
実
験
及
び
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に

抗
議
す
る
決
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決

他議会からの視察来庁
7月19日　山梨県南アルプス市議会公明党（会派）3名
　　　　　「絆交流から育む観光地域づくりプロジェクト」
7月20日　愛知県安城市議会建設常任委員会　7名
　　　　　「野蒜北部丘陵地区震災復興事業について」
7月25日　茨城県牛久市公明党（会派）　3名
　　　　　「東日本大震災時の議会と議員の対応について」

7月25日　名取市議会宮城維新の会　1名
　　　　　「市民協働のまちづくりについて」
8月 4日　名取市議会議員　22名
　　　　　「東松島市震災復興伝承館について」

芋
収
穫
中
）、
そ
し
て
日
高

山
脈
、
す
ば
ら
し
い
環
境
の

更
別
村
は
人
口
３
、３
０
０

人
。
第
一
次
産
業
、
第
二

次
産
業
、
第
三
次
産
業
に

全
人
口
の
半
分
以
上
、
約
１
、

８
０
０
人
が
就
業
し
、
経
営

面
積
は
平
均
50 

ha
以
上
と
い

う
日
本
随
一
の
大
型
農
村
の

村
、
食
糧
生
産
基
地
、
自
立

す
る
村
と
し
て
「
い
つ
ま
で

も
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
を

総
合
計
画
の
目
標
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
更
別
村
も
当
市
同
様

人
口
の
推
移
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
農
業
収
入
は

年
収
で
１
、０
０
０
万
円
以

上
で
す
の
で
、
学
生
時
代
を

村
外
で
暮
し
た
子
ど
も
達
も

社
会
人
に
な
る
と
村
に
戻
る

方
も
多
く
農
業
世
帯
の
一
戸

当
り
は
平
均
５
・
２
人
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

平
成
９
年
に
旧
矢
本
町
と

友
好
姉
妹
都
市
を
締
結
し
、

「
海
と
大
地
」
子
ど
も
交
流

事
業
は
今
な
お
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
で
20
年

と
い
う
節
目
の
年
に
更
別
村

を
訪
問
し
交
流
で
き
、
そ
し

て
歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
た
更

別
村
の
方
々
に
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

８
月
29
日
〜
31
日
ま
で
、

渥
美
市
長
、
阿
部
議
長
、
新

人
議
員
五
名
（
石
森
晃
寿
議

員
、
手
代
木
せ
つ
子
議
員
、

齋
藤
徹
議
員
、
土
井
光
正
議

員
、
櫻
井
政
文
議
員
）
で
、

友
好
姉
妹
都
市
の
北
海
道
更

別
村
を
表
敬
訪
問
し
、
東
日

本
大
震
災
時
に
多
額
の
支
援

金
や
支
援
物
資
、
そ
し
て
職

員
の
派
遣
等
、
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
へ
の
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。

　

ど
こ
ま
で
も
真
っ
直
ぐ
な

道
路
、
広
大
な
畑
（
じ
ゃ
が

友好姉妹都市
北海道更別村を
表敬訪問
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鈴
木

印
刷

所

編
集
後
記

　

今
年
８
月
、
当
初
計
画
の

全
災
害
公
営
住
宅
が
完
成
し
、

鍵
の
引
き
渡
し
が
終
わ
り
ま

し
た
。

　

い
よ
い
よ
新
し
い
ふ
る
さ

と
づ
く
り
が
始
ま
り
、
新
し

い
自
治
組
織
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
充
実
が

望
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
一
人
住
・
高
齢
者

・
介
護
支
援
等
の
あ
り
方
や

支
援
組
織
づ
く
り
な
ど
は
最

重
要
課
題
の
一
つ
と
な
り
ま

す
。
今
年
か
ら
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
体
制
整
備
が

本
格
化
し
ま
す
。

　

新
た
な
環
境
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
活
動
と
地
域
で
の

見
守
り
な
ど
、
福
祉
事
業
と

介
護
予
防
態
勢
の
切
れ
間
の

な
い
事
業
展
開
が
望
ま
れ
ま

す
。

　

ま
ず
は
健
康
第
一
、
日
々

前
進
、
楽
し
く
年
を
重
ね
ま

し
ょ
う
。

 

（
上
田　
　

勉
）

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

小
野　

幸
男

副
委
員
長　
　

櫻
井　

政
文

委　
　

員　
　

上
田　
　

勉

委　
　

員　
　
手
代
木
せ
つ
子

委　
　

員　
　

熱
海　

重
徳

委　
　

員　
　

大
橋　

博
之

委　
　

員　
　

熊
谷　

昌
崇

議会運営および活動状況 平成29年6月8日以降

古
川
泰
広
議
員

逝  

去

　

古
川
泰
広
議
員
が
、

９
月
８
日
に
急
逝
し
ま

し
た
。

　

古
川
議
員
は
、
平
成

11
年
に
旧
鳴
瀬
町
議
会

議
員
に
初
当
選
。

　

平
成
17
年
４
月
、
合

併
後
の
東
松
島
市
議
会

議
員
選
挙
に
当
選
。
総

務
常
任
委
員
長
、
産
業

建
設
常
任
委
員
長
、
財

務
常
任
委
員
長
の
要
職

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
九
州
北
部

豪
雨
見
舞
金
を
贈
る

　

本
市
議
会
は
豪
雨
に
よ
り

被
災
し
た
福
岡
県
朝
倉
市
、

東
峰
村
、
添
田
町
、
大
分
県

日
田
市
に
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円

を
贈
り
ま
し
た
。

　

本
市
は
東
日
本
大
震
災
の

際
に
、
多
く
の
市
町
村
か
ら

多
大
な
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
恩
返
し
の
意
味
も
含

め
市
議
会
と
し
て
見
舞
金
を

贈
る
こ
と
に
決
定
し
、
議
員

全
員
か
ら
集
め
た
お
金
を
見

舞
金
と
し
ま
し
た
。

ご

あ

ん

な

い

市
内
3
カ
所
で

議
会
懇
談
会
を
開
催

　

議
会
懇
談
会
を
、
11
月
18
日（
土
）午
後
６
時

30
分
よ
り
、
市
内
３
カ
所
で
開
催
し
ま
す
。

○
矢
本
西
市
民
セ
ン
タ
ー

　
・
熱
海
　
重
徳
　
・
上
田
　
勉

　
・
小
野
　
惠
章
　
・
熊
谷
　
昌
崇
　

　
・
櫻
井
　
政
文
　
・
長
谷
川
　
博

○
大
曲
市
民
セ
ン
タ
ー

　
・
阿
部
と
し
ゑ
　
・
五
ノ
井
惣
一
郎

　
・
齋
藤
　
徹
　
　
・
佐
藤
　
富
夫

　
・
土
井
　
光
正

○
野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー

　
・
石
森
　
晃
寿
　
・
大
橋
　
博
之

　
・
小
野
　
幸
男
　
・
滝
　
健
一

　
・
手
代
木
せ
つ
子

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

　

各
常
任
委
員
会
の
活
動
状
況
報
告
、
市
民
の

皆
様
と
地
域
の
課
題

や
、
市
政
の
あ
り
方

に
つ
い
て
懇
談
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

是
非
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

活発な懇談となるよう、努めます

6 月  8 日 民生教育常任委員会
12 日 産業建設常任委員会
14 日 議会運営委員会
15 日 広報常任委員会
16 日 総務常任委員会

産業建設常任委員会
財務常任委員会

19 日 広報常任委員会
22 日 東松島市建設業協会通常総会懇親会
23 日 平成29年度東松島市自衛隊父兄会総会
25 日 東松島市PTA連合会バレーボール大会
26 日 第67回「社会を明るくする運動」東松島市推進委員会
28 日 東松島市優良工事表彰式

いしのまき農業協同組合第16回通常総代会
29 日 民生教育常任委員会
30 日 市営野蒜ケ丘住宅Ⅰ期鍵引渡し式

7 月  1 日 第41回津田杯争奪中学校女子ソフトボール大会
  3 日 社会を明るくする運動街頭広報活動
  5 日 議会運営委員会

広報常任委員会
  6 日 産業建設常任委員会
  7 日 宮城県市議会議長会協議会
11 日 民生教育常任委員会

三陸縦貫自動車道・アクセス道路建設促進期成同盟会平成29年度総会
第13回「少年の主張」東松島市大会
全国市議会議長会基地協議会第88回理事会

12 日 全国市議会議長会基地協議会　基地関係国会議員との情報連絡会
石巻港開港50周年記念式典

14 日 平成29年度北方領土返還要求県民フォーラム及び宮城県民会議総会
15 日 第5回東松島市観光と物産のPR会×肉フェス
16 日 第6回東松島市民オープン家庭バレーボール大会兼第11回家庭バレーボール宮城

県大会予選会兼宮城県ヘルシー2017ふるさとスポーツ祭石巻地区大会予選会
平成29年度大塚区民家庭バレーボール大会

18 日 広報常任委員会
平成29年度石巻・酒田間地域連携軸強化促進協議会通常総会

20 日 東松島市漁業振興協議会平成29年度通常総会
21 日 議会運営委員会

総務常任委員会
民生教育常任委員会
産業建設常任委員会

22 日 オリンピックデー・フェスタin東松島
〜1964から2020へ~2020東京オリンピック・パラリンピック3年前イベント石巻

24 日 平成29年度特別名勝松島をきれいにする会定時総会

25 日 柳の目西地区災害公営住宅整備事業起工式
26 日 産業建設常任委員会
27 日 仙石線整備促進期成同盟会及び古川・女川間鉄道整備促進期成同盟会平成29年

度理事会並びに総会
東松島市議会OB会 市長、議長を囲む懇談会

28 日 平成29年度“海と大地”子どもふれあい交流実施に伴う入市式
29 日 平成29年度“海と大地”子どもふれあい交流実施に伴う歓迎レセプション
30 日 浦和学院旗・毎日興業杯争奪「2017東松島サッカーフェスティバル」
31 日 平成29年度“海と大地”子どもふれあい交流実施に伴うお別れ式

8 月  3 日 民生教育常任委員会
第39回全国スポーツ少年団軟式野球交流大会開会式

  4 日 第44回日独スポーツ少年団同時交流さよならパーティー
  6 日 第39回全国スポーツ少年団軟式野球交流大会閉会式

社会福祉法人ことぶき会設立10周年記念式典・夏祭り式
開苑20周年記念さつき苑夏祭り
第20回西福田区民復興夏祭り

10 日 第42回東松島市男子ナイターソフトボール大会
東松島市と東北文化学園大学との包括連携協定書締結式

16 日 平成29年度第95回東松島市鳴瀬流灯花火大会
17 日 議会運営委員会
19 日 あおい地区夏まつりと青森ねぶたまつり
20 日 平成29年度東松島市消防演習
21 日 民生教育常任委員会

産業建設常任委員会
22 日 民生教育常任委員会
23 日 民生教育常任委員会

東松島市戦没者追悼式
24 日 全国市議会議長会基地協議会平成30年度基地対策関係予算確保に係る要望活動
26 日 市営野蒜ケ丘住宅Ⅱ期鍵引渡し式

東松島夏まつり2017開会式
東松島夏まつり2017 創作子どもみこしコンテストの表彰式
航空自衛隊松島基地航空祭前夜祭
在京東松島会交流会

27 日 航空自衛隊松島基地航空祭　記念会食
東松島市鳴瀬未来中学校大運動会

9 月  1 日 宮城県市議会議長及び宮城県町村議会議長会との意見交換会
議会運営委員会

  2 日 東松島市矢本第二中学校体育祭
東松島市矢本第一中学校運動会

  3 日 平成29年度第12回東松島市長杯野球大会
第26回オール赤井まつり

  6 日 広報常任委員会
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